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準体法 準体助詞 連体形 準体法 準体助詞 連体形
ヨウ＋ ナ 2
ナル 2 2 5
名詞＋
デゴザイマス 1
? 17 28 15 177
タル 6 27 2
助動詞 過去・完了






曾 9曾，，，，曹 曾曾曾 　曾9曹T 「・曾曾曾曾，．@　　2　　　「9・
，　　26・9曹曾P，，卿．
ソ




















，， 曹「・・曹曹 曾曾 曾，，
　　1・9曾，
ナソダ
響 ，．，7 ・ 曾曾9，
@　1
・9




































































































準体法 準体助詞 連体形 準体法 準体助詞 連体形
ノ＼ 26 16 27 14 181
ア 8
モ 10 8 28 9 47
ガ 2 5 72 12 154
二 9 21 42 13 92




デ 2 5 6 46
デハ 1
? 19 34 5 7 148
ヲモ 1
ヲバ 1
? 2 10 3 15























































































































準体法 準体助詞 連体形 ノの使用率8
男性 113 13 428 2．3％
女性 113 51 451 8．3％













老年 中年 若年 不明 老年 中年 若年 女子 不明
上　層 1 1
中　層 5 1 2 10
階　層
下　層 1 2 3 8 7
その他 1 7 6 5 3
　階層と年齢層から見た準体助詞ノの使用で，男女を問わず共通する特徴としては，上層の使用者
が極めて少なく，それぞれ若年層の1例のみということが指摘できる。男性による使用は下層に
集中している。また，その他のなかで使用場面が判定できるのは，番頭→武士の生酔，武士の生酔
→番頭，勇み→武士の生酔（→の左側は話し手，右側は聞き手）などであるが，これは番頭と勇み
が酔っ払った武士を相手にする乱暴な場面に属する。また，教育層の鬼角と商人体の点兵衛の間の
会話では準体助詞ノの使用が1例ずつあるが，ここでの使用は階層や場面で判断しにくい。一
方，女性は，中層と下層とも各年齢層によって準体助詞ノを用いている。
8ノの使用率は準体助詞ノが全体に対する割合を指す。
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　以上，使用者の性別，階層，年齢層の視点から準体助詞ノを検討してきた。江戸末期では，準体
助詞ノは男女ともに使用が見られるが，女性のほうがより多く使用すること，そして，上層の男女
はほとんど使用しないことが確認できた。当時の準体助詞ノは特定の階層によって使用され，位相
と品位がうかがえる表現であると推定される。
5　まとめ
　本稿では，江戸末期の滑稽本r浮世風呂』を資料に，連体形準体法，準体助詞ノ，連体形＋名詞
について全数調査を行った。その結果，全体における顕著な特徴として，以下のことが明らかにな
った。
①r浮世風呂』において，準体助詞ノは地の文での使用が見られず，会話文でのみ使用される。
　　地の文と会話文の文体差と古語の使用といった視点に注目すると，その理由は準体助詞ノは古
　　語に接続しにくいこと，また，準体助詞ノは会話から浸透し始めることが考えられる。
②地の文における連体形準体法のみの使用は，会話文における連体形準体法と準体助詞ノの使用
　　の合計にほぼ同じ比率を占めることから，『浮世風呂』においては，連体形＋名詞は一定の役
　　割を保っており，連体形準体法の補償は主に準体助詞ノによって行われたことが考えられる。
③準体助詞ノが付加されることによって，連体形準体法とは形態的に類似するが，意味的な相違
　　のある使用が観察される。また，準体助詞ノに「二」が付く表現は，連体形準体法より論理性
　　が強い。
④r浮世風呂』の登場人物の発話からは，男女ともに準体助詞ノを使用するが，女性が比較的多
　　く使用し，上層の男女による使用は極めて少ないことがわかった。
　『浮世風呂』における連体形準体法，準体助詞ノ，連体形＋名詞の使用状況を確認した。活用語
連体形に関わるこの三つの表現は現代日本語に至るまでどのように推移してきたのか，また，文末
述部はいかなる様相をなしていたのか，などを解明することを目的とするため，今後年代を広げ，
調査資料を増やすことによって，より精密な方法で連体形準体法，準体助詞ノ，連体形＋名詞の推
移を探りたい。
参考文献
小松寿雄（1985）r江戸時代の国語　江戸語一その形成と階層一』東京堂出版
阪倉篤義（1993）『日本語表現の流れ』岩波書店
信太知子（1970）「断定の助動詞の活用語承接について一連体形準体法の消滅を背景として一」『国語学』82
　　　　（1976）「準体助詞「の」の活用語承接について一連体形準体法の消滅との関連一」『立正女子大国文』
　　　　　　　5
　　　　（1987）「『天草本平家物語』における連体形準体法について一『覚一本』との比較を中心に消滅過程
　　　　　　　の検討など一」『近代語研究』7　武蔵野書院
　　　　（1996）「古代語連体形の構成する句の特質一準体句を中心に句相互の関連性について一」『神女大国
　　　　　　　文』第7号
一53－一
中山　崇（1950）「準体助詞「の」の通時的研究一特に活用言につく場合について　　」『日本文法教室』2
広瀬満希子（1991）「『浮世風呂』における命令法について一位相を視点として一」『国文鶴見』第26号
松村　明（1957）『江戸語東京語の研究』東京堂
柳田征司（1993）「無名詞体言句から準体助詞体言句（「白く咲けるを」から「白く咲いているのを」）への変
　　　　　　　　化」『愛媛大学教育学部紀要　第皿部人文・社会科学』第25巻2号
吉川泰雄（1950）「形式名詞『の』の成立」『日本文法教室』3
一54一
